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目指す都市構造・生活像 

都市全体の生活像 

< まちの状況 > 

（注）このイラストは都市全体の将来イメージであり、施設の配置などは正確でない場合があります。 

< ライフスタイル >

・公共交通沿線で都市の再構築が進み、都心地区をはじめとした地域生活拠点では、都市の諸機能が集積し、人中心で高質な都市空間が形成された魅力あるコンパクトなまちへと変化 

・各地域が持つ自然環境や歴史・文化などの個性が発揮された拠点形成が進み、公共交通が使いやすく充実したことで、クルマ以外の移動手段も選択し、多様なライフスタイルを享受しながら暮らしやすさを実感 

・持続可能で災害に強い安全で安心なまちの形成が進むとともに、農地や自然環境が保全され、豊かな自然が守り育まれている 

都心や拠点での 
機能の集積 活用が進む既成市街地

魅力あるコンパクトな 
まちへ変化 

人中心の 
高質な都市空間 

使いやすく充実した 
公共交通ネットワーク 

都市の広がりを抑制 

農地や自然環境の 
保全 

地域同士が個性を 
認め合い連携 

守り育まれている
豊かな自然 

自然災害への備え 

地域の個性が 
発揮された拠点 

維持・更新が進む 
社会インフラ 

暮らしやすさを実感 日常生活を豊かにする 
ヒト モノ コト に出会える 

多様なライフスタイルを 
選択 

持続可能で 
災害に強く安心 

地域の資源や 
文化などの継承 

市民の多くがクルマ以外の 
移動手段も選択 

生活像について 

イラストは、本市の都市全体を俯瞰し、まちづ

くりの基軸となる鉄道（橙色）、路面電車（桃色)、

バス路線（水色）を都市の骨格として強調してま

ちの構造を描き、その沿線での居住や都市機能の

集積を図った将来都市構造をイメージして作成し

たものです。 

さらに、郊外や中山間地域を含め各地域の特性

や資源を示し、２０年後においてもこれらを活か

した豊かな市民の暮らしをイメージしています。 

まちづくりの理念を実現することで生まれる、

「まちの状況」や「市民のライフスタイルの変化」

を市民や事業者の皆さんがイメージしながらとも

にまちづくりに取り組んでいくことが重要です。 

                                                                           
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

公共交通の 
利用志向圏域 

・都心地区 
・公共交通軸の駅や停留場から概ね 750ｍ、バス停から概ね 600ｍの範囲 

公共交通が 
便利な圏域 

・都心地区 
・公共交通軸の駅や停留場から概ね 500ｍ、 
バス停から概ね 300ｍで、用途地域などが定められた範囲 

都心地区・都心コア 

多様な機能が揃う人中心の快適な都市で、豊か

で便利な生活と活発な活動ができる。 

 

副次都市拠点 

公共交通や生活の利便性が高く、安心かつ便利

に生活でき、交流もできる。 

地域拠点 

自然と文化が息づく環境で、地域に根ざした豊

かな暮らしと、特徴ある体験ができる。 

 

 

生活拠点 

生活に必要な機能が身近にある環境で、快適に

生活ができる。 

公共交通の沿線 

公共交通が利用しやすい環境で、車がなくても

快適に暮らすことができる。 

 

公共交通の沿線外 

ＩＣＴの活用やコミュニティの共助により、移

動手段等が確保され、安心して生活できる。 

市民や事業者の皆さんとともに地域の個性や資源を活かしながら、ヒト・コト・アイデアが集まり、新た

な価値やイノベーションを生み出すなど、地域の魅力を高めることで、市民の生活や活動をより豊かにす

る拠点を形成します。 

地域生活拠点の拠点像・生活像 

公共交通利用を志向するエリア 

市民の公共交通の利用実態を踏まえ、「公共交通の利用志向圏域」を設定し、公共交通を利用しやすい環

境を創出することにより、公共交通利用を中心とした生活を選択する市民の増加を目指します。 

エリア別の生活像（地域生活拠点） 

エリア別の生活像（公共交通の沿線と沿線外） 

 

  

駅・停留場・ 
バス停 

公共交通軸 

公共交通が 
便利な圏域 地域生活拠点（副次都市拠点） 

都心地区に近く、複数の公共交通が結節し、多様な市民の

生活を支え、本市の社会経済活動の一翼を担う都市拠点 

地域生活拠点（生活拠点） 
スーパーや病院、金融などの日常生活に必要な都市機能が

充実している拠点

地域生活拠点（地域拠点） 
自然環境や歴史・文化・レクリエーションが身近にあり、

特色ある生活や都市活動ができる拠点 

都心地区

富山市総合計画に示されている広域的な拠点で、質の高い

都市生活や豊かな都市活動・活発な経済活動が生まれる中心

市街地 
 
 
 
都心コア 

路面電車環状線の周辺で、社会経済活動の発展を牽引す

る本市の「顔」となる重要なエリア 

 

 

    

公共交通の 
利用志向圏域外 徒歩で容易にアクセスできる

徒歩でアクセスが可能

 

駅・停留場・バス停 

 

公共交通軸 

公共交通の 
利用志向圏域 

 

公共交通が便利な圏域

（居住誘導区域）
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